
材料試験

水質管理

ダイオキシン類の底質分析のための採泥状況精度調査のための分析作業状況

土木構造物の多くに使用される、コンクリート等の基礎材料につい
て、各種の調査・試験を行い品質確保・コスト縮減等を目的にマニ
ュアル等を整備しています。
また、四国地方整備局管内の水質精度調査及びダイオキシン分析・
精度管理を行っています。

　四国の材料を使用する資材などについて、技術的検討を行い四国独自基準等を検討しています。特に
コンクリートについては、四国特有の骨材品質や瀬戸内海の海砂採取禁止などの地域要因の中でも、良
質な品質を確保するため、いろいろな検討を行っています。
　近年、コンクリートについて整備したマニュアルの1例を下記に紹介します。

①「早期劣化を生じたコンクリート構造物の対策の手引き（案）」
　（令和２年３月）

→　完成後15年以内のコンクリート構造物において確認される
　　ローモンタイトによる早期劣化現象について診断、対応策
　　等を整理。

　　②「監督職員のためのコンクリート工事
　　　ポケットブック(案)」（平成３０年３月）

　　→　監督職員の視点からコンクリート工事
　　　の留意点などを整理したポケットブック。
　　　（以前作成されていた上記ポケットブック
　　　の時点修正版）

　河川やダムなどの公共用水域の
良好な水環境を守るため、四国地方
整備局管内の河川やダムの定期的
な水質試験に関する精度調査を実
施するとともに、ダイオキシン類に
ついて分析や精度管理を行ってい
ます。


